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シスー 1 、 4- ジシアノー 1 、 3 ーブタジエンが得られたこと、アルデヒドとアンモニアより直接酸
アミドが得られたことは特に注目に値するものである。
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論文の審査結果の要旨
本論文は、窒素化合物と遷移金属錯体の反応、を調べ、新しい合成反応を開発することを目的として
行・なったものである。
まず芳香族オキシム、シッフ塩基と選移金属錯体の反応により新しい錯体を合戒し、その性質、反
応性を調べることにより、興味ある知見を得ている。更にシッフ塩基とトートマーの関係にあるエナ
ミンとアリル化合物の反応をパラジウム触媒のもとに行ないビシクロケトンの一段合成などの新しい
反応を見つけている。最後に種々の窒素化合物の過酸化ニッケルによる酸化反応を検討することによ
り合成化学上価値ある結果を得、更に反応機構についても考察している。以上の様に本研究で得られ
た結果は、遷移金属錯体と窒素化合物の反応を調べる上に有用なる知見を与えるもので、あり、合成化
学の進歩に貢献するところ大なるものであるので、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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